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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 File Plug-in の使用方法について説明します。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

�  第 1 章 「File Plug-in の使用方法」 では、 File Plug-in の使用方法を説明しま
す。

�  第 2 章 「File Plug-in の使用例」 では、 File Plug-in の使用例と して、 ファ イ
ルを リモー ト  ファ イル システムに FTP で転送する手順をステップごとに説
明します。

対象読者

このマニュアルは、 ファ イル システムと他のアプリ ケーシ ョ ン間のク ライアン
ト  インタフェースを開発するワークフロー設計者およびシステム  インテグレー
タを対象と しています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ ト で入手できます。
BEA のホーム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ 
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html) を直接表示してください。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration の Web サイ トで入手できま
す。 PDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 ( または一部分 ) 
を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic Integration ド
キュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷する

マニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト  
(http://www.adobe.co.jp/) で無料で入手できます。

関連情報

以下の WebLogic Integration ドキュ メ ン トには、 この製品の使用に関連した情報

が含まれています。

� WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド

� WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト に関するユーザからのフ ィードバッ クは弊

社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送り ください。 寄せられた意見については、

WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者

が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration ドキュ メン ト の リ

リース番号をお書き添え ください。
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本バージ ョ ンの WebLogic Integration Worklist について不明な点がある場合、 ま
たは Worklist のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSupport 
(http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サポート ま
でお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。
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等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{} 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]...
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

表記法 適用



File Plug-in ユーザーズ ガイ ド ix

... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]...
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用



x File Plug-in ユーザーズ ガイ ド



File Plug-in について

File Plug-in ユーザーズ ガイ ド 1-1

1 File Plug-in の使用方法

File Plug-in は、BEA WebLogic Integration Business Process Management (BPM) の
機能を拡張し、 WebLogic Integration BPM Studio に追加機能を提供します。 特
に、 File Plug-in には、 ローカルと リモー トのファ イル システム間でファ イル処
理およびファ イル転送を行う ための基本アクシ ョ ンが用意されています。 アク

シ ョ ンは、 ビジネス  プロセス管理機能で実行する作業の基本単位であ り、 ワー
クフローと タスクの動作を定義します。

この章の内容は以下のとおりです。

� File Plug-in について

� File Plug-in の使用方法

� 移行したド メ インのための File Plug-in のコンフ ィグレーシ ョ ン

File Plug-in について

この節の内容は以下のとおりです。

� File Plug-in の機能

� File Plug-in かファ イル アダプタかの選択

� 対象読者

� File Plug-in とプラグイン フレームワーク

File Plug-in の機能

File Plug-in の機能は以下のとおりです。

� ファ イルを読み込み、 ファ イル内容をワークフロー変数に割り当てる。
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� ワークフロー変数の内容をファ イルに書き込む。

� ファ イルを削除する。

� ファ イルの作成を契機と してワークフローを開始または再開する。

� FTP 経由でリモー ト  ファ イル システムとのファ イル転送を行う。

File Plug-in を使用する場合、 以下の点に注意する必要があ り ます。

� File Plug-In にはファ イル ロ ッ ク  サービスがあ り ません。 複数のスレ ッ ドか
ら同じファ イルを同時に変更するこ とは避けて ください。

� File Plug-in アクシ ョ ンは ト ランザクシ ョ ン対応ではな く、 ト ランザクシ ョ ン
対応のファ イル オペレーシ ョ ンを自動的にロールバッ クする組み込みのメカ
ニズムはあ り ません。 ファ イル オペレーシ ョ ンのロールバッ クを実行するに
は、 例外ハンド ラでの調整アクシ ョ ンを使用します。 例外ハンド ラには、 コ

ミ ッ ト と ロールバッ ク処理のパスがあ り ます。 例外ハンド ラの詳細について

は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー例外

の処理」 を参照して ください。 

� File Plug-in での読み込みおよび書き込みオペレーシ ョ ンに使用する  
BinaryData 型と ファ イル変換機能は、 Data Integration プラグインによって
提供されます。 Data Integration プラグインは自動的に WebLogic Integration 
サーバにロード されます。

File Plug-in かファイル アダプタかの選択

通常、 File Plug-in は、 ファ イルの読み込み、 書き込み、 削除や、 ローカル シス
テムと リモー ト  システム間でのファ イル転送などの基本ファ イル アクシ ョ ンに
使用します。 よ り高度な機能が必要な場合は、 WebLogic Adapter for File を使用
します。 WebLogic Adapter for File では、 追加ファ イル オペレーシ ョ ンを実行
し、 Excel スプレッ ドシー トの内容および CSV (Comma Separated Variable) 
フォーマッ ト の読み込みと書き込みもできます。 File System Adaptor の詳細につ
いては、 「BEA WebLogic Adapter for File」 を参照して ください。



File Plug-in について

File Plug-in ユーザーズ ガイ ド 1-3

対象読者

このマニュアルは、 ファ イル システムと他のアプリ ケーシ ョ ン間のク ライアン
ト  インタフェースを開発するワークフロー設計者およびシステム  インテグレー
タを対象と しています。 このマニュアルを読む前提と して、 ワークフロー設計と

ワークフロー テンプレー ト、 ファ イル転送プロ ト コル (FTP)、 および WebLogic 
Integration Studio について十分に理解している こ とが必要です。 さ らに、 Web 技
術に関する知識、および Microsoft Windows と  UNIX システムに関する一般知識
も必要です。 

ワークフローまたは WebLogic Integration Studio に関して前提となる知識が十分
でない場合は、 以下のマニュアルを参照して ください。

� 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/studio/index.htm)

� 『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/bpmtutor/index.htm)

File Plug-in とプラグイン フレームワーク

他のプラグインと同様、 File Plug-in は BPM 機能を拡張し、 BPM Plug-in 仕様に
準拠しています。 詳細については、 『WebLogic Integration BPM プラグイン プロ
グラ ミ ング ガイ ド 』
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/devplug/index.htm) を参照して くださ
い。 [プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン ] ウ ィ ン ドウには、 図 1-1 に示すよ う
に、 プラグインと各プラグインのステータスが表示されます。
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図 1-1   [ プラグインのコンフ ィグレーション ] ウィンドウ

File Plug-in の使用方法

以下の節では、 File Plug-in の使用方法を説明します。 File Plug-in アクシ ョ ンを
設定するステップごとの手順は含まず、 WebLogic Integration ワークフローの設
計に読者が精通している こ と を前提と しています。 ステップごとの手順について

は、 第 2 章 「File Plug-in の使用例」 を参照して ください。

File Plug-in アクションの概要

この節では、 File Plug-in の使用に関する一般情報を示します。 File Plug-in アク
シ ョ ンを設定するために必要な Studio の機能を説明します。図 1-2 は、Studio で 
[ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウを開いたと ころを示しています。
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図 1-2   WebLogic Integration Studio

[ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド ウでは、 ワークフローを作成し、 ワークフローを
定義するプロパティにアクセスできます。 

ほとんどの File Plug-in アクシ ョ ンには、 ファ イル内容を格納するための変数が
必要です。 ワークフロー アクシ ョ ンで使用する変数を定義するには、 図 1-3 に
示すよ うに、 [変数プロパティ ] ウ ィ ン ドウを使用します。
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図 1-3   変数プロパティ

[ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウでタスク  ノードを右ク リ ッ ク し、 図 1-4 に示す
よ う な  [ タスクのプロパティ ] ウ ィン ド ウを開いて、 ワークフロー プロパティ を
定義できます。

図 1-4   タスクのプロパティ

[追加 ] ボタンをク リ ッ ク して  [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ  ボッ クスを表示
します。 図 1-5 に示すよ うに、 [ アクシ ョ ンを追加 ] ウ ィン ド ウでは多くの File 
Plug-in アクシ ョ ンにアクセスできます。
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図 1-5   [ アクションを追加 ] ウィンドウ
 

File Plug-in のウ ィ ンドウおよび Studio の他のウ ィ ンド ウで使用できるアクシ ョ
ンについては、 この後の節で説明します。

ワークフローの式

Studio のウ ィ ンドウ内でフ ィールドの横に [式 ] ボタン  が表示される場

合、 そのフ ィールドにはワークフロー式の言語で定式化したエン ト リ を入力する

必要があ り ます。 File Plug-in アクシ ョ ン ( ファ イルの作成を契機と してワークフ
ローを開始する場合を除く ) で、 式が要求される場合があるプロパティは以下の
とおりです。

� [ ファ イル名 ]

� [ディ レク ト リ名 ]

� [時間間隔 ] － 整数を使用するこ と。

� [ アーカイブ ディ レ ク ト リ ]

� [FTP サーバ名 ]

� [ リモート  ファ イル名 ]

� [ ローカル ファ イル名 ]
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これらのプロパテ ィの値は、 文字列値を返す Expression Builder および XPath 
Wizard から取得できます。 以下の値があ り ます。

� 定数文字列 ("d:\\read\\read.xml" など )

� String 型のワークフロー変数 ($file_name など )

� 文字列を返す複雑な式 ($a+$b+$c+"a.txt" など )

注意 : ファ イル名またはディ レ ク ト リ名の文字列値には、 そのファ イルまたは

ディ レク ト リの絶対パスを指定する必要があ り ます。 パスには 2 種類の
書式があ り ます。

� DOS ("d:\\read\\read.xml" など )

� UNIX ("/home/workflow/input.txt" など )

式の詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワー

クフロー式の使用法」 を参照して ください。

ファイルの読み込み

File Plug-in を使用してファ イルを読み込み、 ファ イル内容をワークフロー変数
に割り当てます。 図 1-6 は、 ファ イルの読み込みアクシ ョ ンを定義するウ ィ ンド
ウを示しています。
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図 1-6   [ ファイルの読み込み ] ウィンドウ

テンプレート定義

ファ イルを読み込むには、 以下のプロパティ を設定します。

注意 : ワークフローのタスクのプロパティ を定義する前に、 ワークフロー変数

を定義する必要があ り ます。 ファ イル内容はワークフロー変数にバイン

ド されます。

� ノード : ワークフロー アクシ ョ ンを使用できる任意のノード  ( タスク  ノード
など )。

� [ アクシ ョ ンを追加 ] ウ ィ ン ド ウで [FilePlugin アクシ ョ ン ]、[ ファ イル内容の
変数への読み込み ] の順に選択。

� [ ファ イルの読み込み ] ウ ィ ンド ウ  ( 図 1-6):

� [ ファ イル名 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化し、 絶対パス名
を使用する こ と  (1-7 ページの 「ワークフローの式」 を参照 )。

� [ ファ イル タイプ ]: XML、 テキス ト 、 またはバイナ リ。

� [変数名 ]: 内容を格納する変数。
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警告 : 複数のワークフロー インスタンスから同じファ イルを読み込むこ と
ができます。 複数のスレ ッ ドから同じファ イルを同時に変更するこ と

は避けて ください。

ファイルへの書き込み

File Plug-in を使用して、 指定したファ イルに変数の内容を書き込むこ とができ
るタスクを定義します。 このアクシ ョ ンを使用する と、 ファ イルの新規作成、 変
数内容の既存ファ イルへの追加、 または既存ファ イルの上書きができます。
図 1-7 は、 ファ イルへの書き込みアクシ ョ ンを定義するウ ィンド ウを示していま
す。 

図 1-7   [ ファイルへの書き込み ] ウィンドウ

ファ イルに書き込むには、 以下のプロパティ を設定します。

注意 : ワークフローのタスクのプロパテ ィ を定義する前に、 ワークフロー変数

を定義する必要があ り ます。 ファ イル内容はワークフロー変数にバイン

ド されます。

� ノード : ワークフロー アクシ ョ ンを使用できる任意のノード  ( タスク  ノード
など )。
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� [ アクシ ョ ンを追加 ] ウ ィ ン ド ウで [FilePlugin アクシ ョ ン ]、[変数内容のファ
イルへの書き込み ] の順に選択。

� [ ファ イルへの書き込み ] ウ ィン ド ウ  (図 1-7):

� [ ファ イル名 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化し、 絶対パス名
を使用する こ と  (1-7 ページの 「ワークフローの式」 を参照 )。

使用できるファ イル タイプは、 テキス ト 、 XML、 およびバイナ リです。

� [書き込みモード ]: 作成、 追加、 または上書き。

� [変数名 ]: 内容を格納する変数。

警告 : 複数のスレ ッ ドから同じファ イルを更新するこ とはできません。 複数
のスレ ッ ドから同じファ イルを同時に変更するこ とは避けて くださ

い。

ファイルの削除

File Plug-in を使用して、 ファ イルを削除できるワークフローを定義します。
図 1-8 は、 ファ イルの削除アクシ ョ ンのウ ィ ンド ウを示しています。

図 1-8   ファイルの削除

ファ イルを削除するには、 以下のプロパティ を設定します。
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� ノード : ワークフロー アクシ ョ ンを使用できる任意のノード  ( タスク  ノード
など )。

� [FilePlugin アクシ ョ ン ]、 [ ファ イルの削除 ] の順に選択。

� [ ファ イルの削除 ] ウ ィ ン ドウ  (図 1-8):

[ ファ イル名 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化し、 絶対パス名を
使用するこ と  (1-7 ページの 「ワークフローの式」 を参照 )。

ファイル検出時にワークフローを再開

File Plug-in を使用してイベン ト  ノードを定義する と、 ワークフロー インスタン
スがそのノードに到達したと きに、 ワークフローは指定されたファ イルの存在を
確認します。 ファ イルが存在する場合、 ワークフローはファ イルの内容を読み込
んだ後、 先に進みます。 ファ イルが存在しない場合、 ワークフローはファ イルが
作成されるまで待機します。 図 1-13 は、 イベン ト  ノードを定義するウ ィンド ウ
を示しています。

注意 : 1 つのファ イルで再開できるワークフロー インスタンスは 1 つだけです。
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図 1-9   ファイルの再開に使用する [ イベントのプロパティ ] ウィンドウ

ファ イルの再開では、 以下のプロパティ を設定します。

注意 : ワークフローのタスクのプロパティ を定義する前に、 ワークフロー変数

を定義する必要があ り ます。 ファ イル内容はワークフロー変数にバイン

ド されます。

� ノード : [ イベン ト ]、 [ イベン ト のプロパティ ]、 [ タイプ ] ド ロ ップダウン  リ
ス ト の [ ファ イルの再開 ] の順に選択。

� [ イベン ト のプロパティ ] ウ ィン ド ウ  (図 1-9):

� [ディ レク ト リ名 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化し、 絶対パ
ス名を使用する こ と。

� [ ファ イル名 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化し、 絶対パス名
を使用する こ と。 ワ イルドカードは使用できません。



1 File Plug-in の使用方法

1-14 File Plug-in ユーザーズ ガイ ド

� [時間間隔 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化するこ と。 秒数は
整数値にする必要があ り ます。

� [ ファ イル タイプ ]: テキス ト、 XML、 またはバイナ リ 。

� [ アーカイブ ディ レク ト リ ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化
し、 絶対パス名を使用するこ と。

注意 : ワークフロー式の詳細については、 1-7 ページの 「ワークフローの式」

を参照して ください。

プロパティ を設定する と、 図 1-10 に示すよ うに、 イベン ト  ノードにアクシ ョ ン
が設定されている こ とが表示されます。

図 1-10   ファイル アクションが設定されたイベント  ノード

ファイル作成の検出時にワークフローを開始

File Plug-in を使用して、 ファ イルが作成されたと きにワークフローを開始しま
す。 図 1-11 は、 開始ノードを定義するウ ィンド ウを示しています。

注意 : 1 つのファ イルで開始できるワークフロー インスタンスは 1 つだけです。
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図 1-11   ファイルの開始に使用する [開始のプロパティ ] ウィンドウ

ファ イルの作成を契機と してワークフローを開始するには、 以下のプロパティ を

設定します。

注意 : ワークフローのタスクのプロパティ を定義する前に、 ワークフロー変数

を定義する必要があ り ます。 ファ イル内容はワークフロー変数にバイン

ド されます。

� ノード : [開始 ]、[ イベン ト ] ラジオ ボタン、イベン ト のド ロ ップダウン  リ ス
トの [ ファ イルの開始 ] の順に選択。
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注意 : [開始のプロパテ ィ ] ウ ィ ンド ウで [ イベン ト ] ラジオ ボタンを選択
する と、 イベン トのド ロ ップダウン リ ス ト が表示されます。 ド ロ ッ
プダウン リ ス ト から  [ ファ イルの開始 ] を選択する と、 [開始のプロ
パティ ] ウ ィ ン ドウの表示が変わ り、 ファ イルの開始のプロパティが
表示されます。

� [開始のプロパテ ィ ] ウ ィ ンド ウ  ( 図 1-11):

� [ディ レク ト リ名 ]: 絶対パス名。 たとえば、 "d:\\start\\workflow.xml" と し
ます。

� [ ファ イル名マスク ]: ファ イルの名前。ワイルドカードは使用できません。

� [時間間隔 ]: 秒単位のポーリ ング間隔を整数で設定します。

� [ ファ イル タイプ ]: テキス ト、 XML、 またはバイナ リ 。

� [変数名 ]: 内容を格納する変数。

� [ アーカイブ ディ レク ト リ ]: 絶対パス名。 たとえば、 "d:\\jan03\\archive" 
と します。

プロパティ を設定する と、 図 1-12 に示すよ うに、 開始ノードにアクシ ョ ンが設
定されている こ とが表示されます。

図 1-12   ファイル アクションが設定された開始ノード

FTP を使用したファイルの取得と転送

File Plug-in を使用して、 ローカル システムと リモー ト  システム間でファ イルを
移動します。

ファ イルの get では、 追加処理のためにファ イルを リモート  システムから取得し
ます。 追加処理には、 ワークフローの開始、 イベン トの ト リガ、 情報のワークフ
ローへの読み込みなどがあ り ます。 

ファ イルの put では、 アーカイブのために、 またはリモート  システム上のアプリ
ケーシ ョ ンを ト リガするために、 ローカル システムから リモー ト  システムへ
ファ イルを移動します。 
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図 1-13 は、 get および put アクシ ョ ンを定義するウ ィ ンド ウを示しています。

図 1-13   [ ファイル転送 (FTP)] ウィンドウ

システム間でファ イルを転送するには、 以下のプロパティ を設定します。 

注意 : 転送アクシ ョ ンを定義する前に、 ファ イルの読み込みアクシ ョ ンを定義
する必要があ り ます (1-8 ページの 「ファ イルの読み込み」 を参照 )。
ファ イルの読み込みアクシ ョ ンの場合と同様に、 ワークフロー変数を定

義する必要があ り ます。 ファ イル内容はワークフロー変数にバインド さ

れます。

� ノード : ワークフロー アクシ ョ ンを使用できる任意のノード  ( タスク  ノード
など )。

� [ アクシ ョ ンを追加 ] ウ ィ ン ド ウで [FilePlugin アクシ ョ ン ]、 [ ファ イル転送 
(FTP)] の順に選択。

� [ ファ イル転送 ] ウ ィ ン ドウ  (図 1-13):

� [転送アクシ ョ ン ]: put または get。
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� [転送モード ]: ASCII またはバイナ リ。

� [FTP サーバ名 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化し、 絶対パス
名を使用する こ と。

� [ リモー ト  ファ イル名 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化し、 絶
対パス名を使用するこ と。

� [ ローカル ファ イル名 ]: エン ト リは、 ワークフロー式言語で定式化し、 絶
対パス名を使用するこ と。

� [ ユーザ名 ]: FTP サーバへのログオンに必要な名前。

� [パスワード ]: FTP サーバへのログオンに必要なパスワード。

警告 : get では、 同じファ イル名がローカル システムにある場合、 そのファ
イルを上書きします。 put では、 同じファ イル名が リモー ト  システム
にある場合、 そのファ イルを上書きします。

注意 : ワークフロー式の詳細については、 1-7 ページの 「ワークフローの式」

を参照して ください。

移行したド メインのための File Plug-in の
コンフ ィグレーショ ン

この節では、 単一サーバ ド メ インおよびク ラスタ  ド メ インでのデータベース  ス
キーマの更新方法および File Plug-in のコンフ ィグレーシ ョ ン方法について説明
します。

BPM データベース テーブルの更新

File Plug-in では、 FILEPOLL とい う新しいデータベース  テーブルを使用してい
ます。 このテーブルを使用して  BPM データベースを更新するには、 次のスク リ
プ ト を実行します。

BEA_HOME\weblogic700\integration\dbscripts\<database_type>\migr
ate\BPM_70-70SP2.sql
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この BEA_HOME は、 WebLogic Platform ホームです。

単一サーバ ド メインへの移行

単一サーバ ド メ インで使用する  File Plug-in をコンフ ィ グレーシ ョ ンするには、
ド メ インの config.xml ファ イルを次のよ うに編集します。

1. fileplugin-ejb.jar を  WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンの 1 つのコ
ンポーネン ト と してデプロイするには、 以下を追加します。

<EJBComponent Name="WLI-BPM File Plug-in"
Targets="<Customer_Server_Name>" URI="fileplugin-ejb.jar"/>

2. File Plug-in で使用する  JMS キューを追加するには、 以下を追加します。

<JMSQueue JNDIName="com.bea.wli.bpm.FilePluginQueue"
Name="WLI_BPM_FP" Template="WLI_JMSTemplate"/>

クラスタ  ド メインへの移行

ク ラスタ  ド メ インで使用する  File Plug-in をコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 ク
ラスタの config.xml ファ イルを次のよ うに編集します。

注意 : この例は、 1 つの管理サーバ (myserver) と  2 つの管理対象サーバ (c1、
c2) がある ク ラスタ  システム  (mycluster) を示しています。

1. fileplugin-ejb.jar をク ラスタ  サーバにデプロイするには、 以下を追加し
ます。

<EJBComponent Name="WLI BPM File Plug-in"
    Targets="mycluster"
    URI="fileplugin-ejb.jar"/>

2. File Plug-in で使用する  JMS キューをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 以下
を追加します。

<JMSDistributedQueue Name="WLI_BPM_FP"
    JNDIName="com.bea.wli.bpm.FilePluginQueue"
    Targets="mycluster">
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    <JMSDistributedQueueMember Name="WLI_BPM_FP-c1"
        JMSQueue="WLI_BPM_FP-c1"
        Weight="1"/>

    <JMSDistributedQueueMember Name="WLI_BPM_FP-c2"
        JMSQueue="WLI_BPM_FP-c2"
        Weight="1"/>

    <JMSTemplate Name="WLI_BPM_FP"/>

</JMSDistributedQueue>

3. ク ラスタ  ノードの JMS サーバ c1 上で、 以下を追加します。

<JMSQueue Name="WLI_BPM_FP-c1"
    JNDIName="com.bea.wli.bpm.FilePluginQueue-c1"
    StoreEnabled="true"
    Template="WLI_JMSTemplate-c1"/>

4. ク ラスタ  ノードの JMS サーバ c2 上で、 以下を追加します。

<JMSQueue Name="WLI_BPM_FP-c2"
    JNDIName="com.bea.wli.bpm.FilePluginQueue-c2"
    StoreEnabled="true"
    Template="WLI_JMSTemplate-c2"/>
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2 File Plug-in の使用例

この章では、 File Plug-in を使用して FTP による リモー ト  サーバへのファ イル転
送を行う例を示します。 例の前半部分は、 ワークフロー実行時にファ イルを  
FTP で転送するよ うに、 WebLogic Integration Studio でワークフローを設定する
方法を示しています。 例の後半部分は、 JSP Worklist を使用してワークフローを
開始し、 その結果と してテキス ト  ファ イルを転送する方法を示しています。

注意 : この例では、 WebLogic Integration サンプル ド メ インを使用します。 詳
細については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』
の 「サンプル ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンと起動」 を参照して くだ
さい。 

ワークフローの設定

ファ イルを FTP で転送するためのワークフローを  Studio で設定するには、 次の
手順を実行します。

注意 : WebLogic Integration Studio の使用方法の詳細については、 『WebLogic 
Integration チュート リ アル』
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/bpmtutor/index.htm) を参照し
て ください。

1. WebLogic Integration サーバを起動します。

� Windows では、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜
WebLogic Integration 7.0｜ Integration Examples｜ Start Server] を選択し
ます。

� UNIX では、
BEA_HOME/weblogic700/samples/integration/config/samples/star

tWebLogic.sh を実行します。

この BEA_HOME は、 WebLogic Platform のホーム  ディ レク ト リです。
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2. サーバが実行中の状態になった後、 WebLogic Integration Studio を起動しま
す。

� Windows では、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜
WebLogic Integration 7.0｜ Studio] を選択します。

� UNIX では、 以下を実行します。 

BEA_HOME/weblogic700/integration/bin/studio.sh

3. 次のよ うに指定して WebLogic Integration Studio にログオンします (図 2-1
を参照 )。

� [ ユーザ名 ]: joe

� [パスワード ]: password

� [ サーバ URL]: t3://localhost:7001

図 2-1   WebLogic Integration Studio へのログオン
 

4. WebLogic Integration Studio が表示されたら、 [ オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ッ
プダウン リ ス ト から  [CDExpress] を選択します。

5. テンプレート  ノードを右ク リ ッ ク し、 [ テンプレートの作成 ] を選択します。
図 2-2 に示す [ テンプレー トのプロパテ ィ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。
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図 2-2   [ テンプレートのプロパティ ] ウィンドウ

6. [一般 ] タブの [名前 ] フ ィールドに 「FTP Example」 と入力し、 [OK] をク
リ ッ ク します。

7. オーガニゼーシ ョ ン ツ リーでテンプレー ト  ノードの FTP Example を右ク
リ ッ ク し、 [ テンプレート定義を作成 ] を選択します。 

8. [ テンプレー ト定義 FTP Example] ウ ィ ン ド ウで、 [OK] をク リ ッ ク します。
図 2-3 に示すよ うに、 [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウが右ペインに表示され
ます。
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図 2-3   ワークフロー設計 － FTP Example

9. Task 1 を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択します。 図 2-4 に示す [ タスク
のプロパティ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

図 2-4   [ タスクのプロパティ ] ウィンドウ

10. [ アクテ ィブ時 ] タブが選択されているこ と を確認します (実行時の状態 )。

11. [追加 ] をク リ ッ ク します。 図 2-5 に示す [ アクシ ョ ンを追加 ] ウ ィン ド ウが
表示されます。
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図 2-5   [ アクションを追加 ] ウィンドウ

12. [FilePlugin アクショ ン ] フォルダを開き、 [ファ イル内容の変数への読み込み ] 
を選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。 図 2-6 に示す [ ファ イルの読み込み ] 
ウ ィ ンド ウが表示されます。

図 2-6   [ ファイルの読み込み ] ウィンドウ

13. ファ イルの読み込みアクシ ョ ンを次のよ うに設定します。
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� [ ファ イル名 ]: "d:\\put\\test.txt" (絶対パスを引用符で囲んで入力 )

� [ ファ イル タイプ ]: text

� [変数名 ]: My Variable

注意 : Windows システムでは、 バッ クスラ ッシュを  2 つ使用します。

14. [ タスクのプロパティ ] ウ ィン ド ウで、 [実行時 ] タブを選択し、 [追加 ] をク
リ ッ ク します。 [ アクシ ョ ンを追加 ] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

15. [FilePlugin アクシ ョ ン ] フォルダを開き、 ファ イル転送 (FTP) ノードを選択
し、 [OK] をク リ ッ ク します。 図 2-7 に示す [ ファ イル転送 ] ウ ィン ド ウが表
示されます。

図 2-7   [ ファイル転送 ] ウィンドウ

16. ファ イル転送アクシ ョ ンを次のよ うに設定します。

� [転送アクシ ョ ン ]: put

� [転送モード ]: binary

� [FTP サーバ名 ]: 使用する  FTP サーバの名前を引用符で囲んで入力
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� [ リモート  ファ イル名 ]: "c:\\receive\\gettest.txt" (引用符も入力 )

� [ ローカル ファ イル名 ]: "d:\\put\\test.txt" (引用符も入力 )

� [ ユーザ名 ]: FTP サーバへのログオンに必要な名前。

� [ パスワード ]: FTP サーバへのログオンに必要なパスワード。

17. [ タスクのプロパティ ] ウ ィ ンド ウで、 [ ファ イル転送 (FTP)] を選択して上矢
印をク リ ッ ク し、 [OK] をク リ ッ ク します。 図 2-8 を参照して ください。

図 2-8   タスクのプロパティ  － ファイル転送タスクの移動

18.オーガニゼーシ ョ ン ツ リーで変数ノードを右ク リ ッ ク し、 [変数を作成 ] を
選択します。 図 2-9 に示す [変数プロパテ ィ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。
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図 2-9   変数のプロパティ

19.変数プロパティ を次のよ うに設定します。

� [名前 ]: My Variable

� [型 ]: String

� [パラ メータ ]: 入力

20.テンプレート定義フォルダを右ク リ ッ ク し、 [ プロパテ ィ ] を選択します。

21. [ アクテ ィブ ] チェ ッ ク  ボッ クスをチェ ッ ク し、 [OK] をク リ ッ ク します。

22.テンプレート  フォルダを右ク リ ッ ク し、 [保存 ] を選択します。

注意 : 未保存の変更がある場合は、 フォルダの横にアスタ リ ス クが表示され
ます。 

23. ファ イル システムで、[ ファ イル転送 ] ウ ィ ン ドウの [ ローカル ファ イル名 ] 
に指定したテキス ト  ファ イルを作成します。 

ワークフローのアクティブ化

例のこの部分では、 JSP Worklist によってワークフローが実行され、 テキス ト  
ファ イルがリモー ト  ファ イル システムに転送されます。
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JSP Worklist の詳細については 『WebLogic Integration JSP Worklist ユーザーズ ガ
イ ド』 を参照して ください。

1. JSP Worklist は、 以下のいずれかの方法で起動します。

� Windows システムでは、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic 
Platform 7.0｜WebLogic Integration 7.0｜Worklist] を選択します。

� UNIX システムでは、 ブラウザを開いて次の URL を入力します。 

http://localhost:7001/worklist

図 2-10 に示す [ ログイン ] ページが表示されます。

図 2-10   WebLogic Integration JSP Worklist へのログイン

2. [ ユーザ名 ] フ ィールドに joe と入力します。

3. [ パスワード ] フ ィールドに password と入力します。

4. [OK] ボタンをク リ ッ ク します。 図 2-11 に示すよ うに、 JSP Worklist が表示
されます。
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図 2-11   JSP Worklist のメイン ページ

5. [ オーガニゼーシ ョ ン ] ド ロ ップダウン リ ス ト から  [CDExpress] を選択しま
す。

6. [ ワークフローの開始 ] をク リ ッ ク します。 図 2-12 に示す [ ワークフローの
開始 ] ページが表示されます。
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図 2-12   [ ワークフローの開始 ] ページ

7. [開始するワークフローの選択 ] リ ス ト で [FTP Example] を選択し、 [OK] を
ク リ ッ ク します。 図 2-13 に示すよ うに、 Worklist にタスクが表示されます。

図 2-13   新しいタスクが表示された Worklist

8.  [ 実行 ] をク リ ッ ク します。 ファ イルがターゲッ ト  ディ レク ト リに転送さ
れ、 タスクがワーク リ ス ト から消えます。

9. ターゲッ ト  ディ レク ト リに転送されたファ イルがあるこ とを確認します。
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